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6月26日（土）開催 2回上映

この映画上映会は、内閣府男女共同参画局が
主唱する男女共同参画週間(６月２３日～２９
日 ) に合わせ、開催しております。

昨年度は、新型コロナウイルスの感染予
防・拡大防止のため、残念ながら中止となり
ました。

今年度は、検温や消毒など、参加された皆様
にもご協力いただき、感染対策を十分にしなが
ら開催することができました。

「女だから、男だから、ではなく、私だから、の時代へ。」

令和3年度「男女共同参画週間」キャッチフレーズ

今年度の「男女共同参画週間」のキャッチフレーズは、15～20歳のユース
世代を対象に募集し、応募総数2,785点の中から選ばれました。

上記は、今回の映画上映会にご参加
された方を対象に行ったアンケートの
結果です。

毎年6月23日～29日は男女共同参画週
間ですが、ご存知でしょうか？

知っている ３２．１％
知らなかった ６８．９％

一昨年の映画上映会で同様のアン
ケートを行った際には、知っている
24.6％でした。少しずつ認知度が上昇
しているようです。

なお、今年度2回目の映画上映会は、
11月にあります「女性に対する暴力を
なくす運動」に合わせて開催する予定
です。



ストーリー

家庭に人生のほとんどを捧げてきた幸枝と、仕事に生きるマ子。全く違う世界に暮
らしてきた2人が偶然に出会い、自分たちの唯一の共通点は余命宣告を受けたこと
だと知る。主婦業と仕事以外に何もやりたいことのない人生の虚しさに気づいた幸
枝とマ子は、たまたま手にした12歳の少女の「死ぬまでにやりたいことリスト」を実行
するという無謀な旅に出る。
今までの自分なら絶対にやらないことに、自ら殻を破って飛び込む2人。初めて
知った生きる喜びに輝く彼女たちは、家族や周囲の人たちの人生さえも変えていく。

上映作品紹介

最高の人生の見つけ方
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「これからも、いろんな映画や活動を広く呼びかけてほしいです。女
性の新しい生き方を示してほしいです。（70女性）」

「男性、女性、主婦の役割を考えるのに良い映画でした。（50代女性） 」

主人公２人と同世代の方が、多数ご参加くださった今回の映画上映会。主人
公たちの姿を自分と重ね合わせて観た、というご感想を数多く頂きました。

上記のような嬉しいご感想も頂いており、作中で女性に家事を任せっきりの
男性陣の姿が描かれるなど、家庭の中での性別役割分業意識について改めて考
えるきっかけになる作品でもありました。

「最高の人生の見つけ方」は、笑いあり、涙ありのストーリーの中に、家族
や夫婦、終活など、普遍的なテーマが盛り込まれていました。



参加者からのご感想の一部を紹介します

自分自身の幸せを見つけたいと思えました。
（30代女性）

楽しい映画でした。私も楽しい人生を送
りたいです。 （40代女性）

素晴らしい映画を見せて下さって、本
当にありがとうございました。とても
いい日でした。 （40代女性）

今の自分にあてはまって、参考になる
事が多かったです。とても気持ちが前
向きになれました。 （50代女性）

自分のこれからを考えていく、とてもよ
い映画でした。今のままだと、幸枝と同
じ道を行きそうだから、伝えることは
ちゃんと伝えないと、と思いました。
色々と考えさせられました。

（50代女性）

自分の人生がかぶって考えさせられまし
た。役作りがすてきでした。（50代女性）

竹内まりやのエンディング曲の様に、毎
日を楽しもう！という気持ちになれまし
た。自分に自信を持って生きていきたい
と思わせてくれました。 （50代女性）

人生を楽しむ事を学んだ気がします。生
きている事に感謝して、そして、まだま
だ元気で楽しもう！！と思いました。

（60代女性）

病気も悩みも前向きにとらえ、涙の中に
も明るく、希望を持つ人生だと考えさせ
られ、感動しました。 （70代女性）

一日一日を大切に生きて行かなければと痛切に思いまし
た。映画鑑賞出来良かったです。 （70代女性）

▲当日の会場の様子

▲館長挨拶

松山に引越してきて、このようなすてき
な企画に出会えてうれしく思っています。
各冊子の配布もありがとうございました。
また是非コムズに立ち寄りたい気持ちに
なりました。

これからの人生をどう過ごしていくか、
大変参考になりました。力まず楽しく
すごしたいと思います。

人の出会いの大切さ、人生を楽しく生きる素晴らしさを
感じました！！ (70代男性）

（50代女性）

（60代男性）


